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　いまもっとも華やかで、人気・実力共に絶頂期にあるチェリストは？

と問えば、多くの人がゴーティエ・カプソンの名を真っ先に挙げるに違い

ない。そのゴーティエも20代半ばの2006年から繰り返しTOPPANホール

に出演。兄ルノーとのデュオ、ユジャ・ワンとの丁々発止の共演など、

その都度、自身の新たな側面、可能性を覗かせながら成長の足跡を刻ん

できた。極めつけは、前回2022年の無伴奏リサイタル。当初はアメリカ

ツアーのあとアメリカから直接日本へ乗り込んでくるはずだったが、

急遽ウクライナの首都キーウ（キエフ）でチャリティ･コンサートに

参加し、そのテンションのまま来日してTOPPANホールのステージ

に立った。予定されていたプログラムに先駆けて弾いた《鳥の歌》は、

意図せず戦禍に巻き込まれた人々の心に寄り添った人ならではの温かさ

と優しさと悲しみとが満ちていた。この日は、ゴーティエにとっても

特別な一夜だったように思う。

　今春、ウィーン・フィルとブラームスを共演したゴーティエは、相変わ

らずゴージャスな音を奏でながらもキリリと引き締まった筋肉美のような

美しさを湛え、また進化した姿をステージで披露し、うるさがたの多い

ウィーンの聴衆を魅了していた。彼のたっての希望で決まった今回のプロ

グラムは、共演者にフランク・ブラレイを迎えてベートーヴェンのチェロ･

ソナタ全5曲を演奏するというもの。きっとこれまで同様、新たな側面を

みせつつ進化した姿でTOPPANホールのステージに立つに違いない。

　TOPPANホール初登場となるブラレイは、これまでもルノーやゴー

ティエの共演者として何度か名前が挙がりながら、出演機会のなかった

ピアニスト。ゴーティエとは2016年にベートーヴェンの全曲を録音、

日本ツアーもしているが、近年一段と味わいを増し強い存在感を放つ

アーティストになった。それだけに今回の共演は楽しみだ。お互いを

熟知しているだけに、仮に新たなアプローチをしても的確な反応をし

ながら作品の世界を掘り進み、会話を紡いでいくに違いない。ベートー

ヴェン・イヤーに先駆けて、ゴーティエ･カプソンのソナタ全曲を聴ける

とはその意外性もうれしい。そしてこれはまた日本ではTOPPANホール

408人のお客さまだけに許された特権でもある。


